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南
越
前
町
誕
生

　
南
条
町
、
今
庄
町
、
河
野
村
の
南
条
郡
内
3
町
村
が

合
併
し
、
１
月
１
日
新
町
「
南
越
前
町
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
開
庁
式
は
、
南
越
前
町
役
場
、
今
庄
総
合
事
務
所
、

河
野
総
合
事
務
所
の
順
で
行
わ
れ
、
川
野
順
万
町
長
職

務
執
行
者
、
増
澤
善
和
旧
南
条
町
長
、
西
村
由
夫
旧
今

庄
町
長
ら
の
手
で
南
越
前
町
の
銘
板
を
除
幕
し
た
後
、

川
野
職
務
執
行
者
が
あ
い
さ
つ
を
し
、
町
旗
を
掲
揚
す

る
な
ど
し
て
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
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南
越
前
町
誕
生
記
念
式
典

対
話
、
調
和
、
融
和
を
図
り
、
新
町
建
設
計
画
の

基
本
理
念
を
軸
に
自
然
環
境
と
共
生
す
る
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
地
域
づ
く
り
を
誓
う

　
南
越
前
町
の
誕
生
を
祝
う
記
念
式
典
が
4
月
10
日
、
南

条
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
国
会
議
員
や
福
井
県
知
事
な
ど
の
来
賓
や
、
町
議
会
議

員
、
元
合
併
協
議
会
委
員
、
一
般
町
民
な
ど
約
３
５
０
人

が
出
席
し
て
南
越
前
町
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
増
澤
町
長
、
寺
下
町
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
。

市
町
村
合
併
功
労
者
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
、

町
内
４
小
学
校
の
6
年
生
１
２
５
人
が
「
世
界
に
ひ
と
つ

だ
け
の
花
」
を
歌
い
、「
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
南
越
前
町
を
、
私
た
ち
が
も
っ
と
元
気
に
花

開
か
せ
ま
す
」
と
宣
言
し
、
式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

南
越
前
消
防
団
結
団
式

　

南
越
前
町
誕
生
に
よ
り
、

団
員
数
１
８
６
名
の
南
越
前

消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
１
月
９
日
に
行
わ
れ
た
結

団
式
で
は
、
南
越
消
防
組
合

消
防
本
部
副
管
理
者
の
川
野

順
万
南
越
前
町
長
職
務
執
行

者
が
「
町
民
の
安
全
を
守
る

た
め
、
一
致
団
結
し
て
尽
力

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
川

端
団
長
に
団
旗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
川
端
団
長
は
「
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
住
民
を
守
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
」
と
決
意
を

新
た
に
し
、
団
員
に
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
協
力
し
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
南
条
駐
車
場
で
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
南
越
前
町
の
無
災
害
を
願
い
ま
し
た
。

初
代
南
越
前
町
長
増
澤
善
和
氏
初
登
庁

　
南
越
前
町
長
選
挙
の
無
投
票
当
選
を
果
た
し
た
増
澤
善

和
町
長
が
、
２
月
14
日
、
南
越
前
町
役
場
に
初
登
庁
。

　
玄
関
前
に
並
ん
だ
職
員
に

拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
女
性
職

員
か
ら
花
束
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
町
長
訓
示
を

行
い
、
新
た
な
町
政
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。


